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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル送達装置であって、
　制御本体と、
　制御本体と直列に係合され、エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源を含み、
ユーザに口元開口を通ってエアロゾルを導くように構成された口元開口を画定するカート
リッジと、
　エアロゾル前駆体源と口元開口との間で動作可能にカートリッジと係合されたヒータ装
置であって、ヒータ装置が、熱伝導性基板に隣接して配置された導電性炭素要素を含み、
熱伝導性基板が、内部チャネルを画定する中空円筒として構成され、炭素要素が中空円筒
の外面と係合され、ヒータ装置が、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル
前駆体を受け取るように構成され、その結果、熱伝導性基板上のエアロゾル前駆体が、熱
伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答してエアロゾルを形成する
ヒータ装置と、
　エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に動作可能に係合された送達装置であって、
送達装置が、エアロゾル前駆体源と流体連通し、中空円筒の内部チャネル内に延びる毛細
管であり、送達装置が、エアロゾル前駆体源から、内部チャネル内の熱伝導性基板上にエ
アロゾル前駆体を送達するように構成されている送達装置とを含み、
　中空円筒が、内部チャネルから外面まで延びる少なくとも１つの細孔を画定するように
構成され、熱伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答して、中空円
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筒の内面上に分配されたエアロゾル前駆体によって形成されたエアロゾルが、少なくとも
１つの細孔を通って口元開口に向けて分配されるように、少なくとも１つの細孔が構成お
よび配置されているエアロゾル送達装置。
【請求項２】
　導電性炭素要素が、導電性グラフェン要素を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　導電性炭素要素が、導電性正方形グラフェンシートを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　炭素要素と係合された電気回路を含み、炭素要素が、電気回路からの電流の印加に応答
して熱を生成するように構成された抵抗素子である、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　熱伝導性基板が、熱伝導性ガラス、熱伝導性誘電体材料または熱伝導性複合材料を含む
、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　熱伝導性基板が、カートリッジの長手方向軸に垂直に配置される、請求項１に記載の装
置。
【請求項７】
　炭素要素が、中空円筒の外面の周りに部分的に延び、炭素要素と係合していない中空円
筒の残りの表面が、口元開口に向けられるようにする、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　毛細管が、エアロゾル前駆体源からエアロゾル前駆体を吸い上げ、その出口端部を介し
て、内部チャネルを画定する中空円筒の内面上にエアロゾル前駆体を分配するように構成
されている、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　炭素要素が、３オーム／スクエア単位の抵抗を有するように構成されている、請求項１
に記載の装置。
【請求項１０】
　エアロゾル形成機器であって、
　エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源と、
　熱伝導性基板に隣接して配置された導電性炭素要素を含むヒータ装置であって、熱伝導
性基板が、内部チャネルを画定する中空円筒として構成され、炭素要素が中空円筒の外面
と係合され、ヒータ装置が、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体
を受け取るように構成され、その結果、熱伝導性基板上のエアロゾル前駆体が、熱伝導性
基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答してエアロゾルを形成するヒータ
装置と、
　エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に動作可能に係合された送達装置であって、
送達装置が、エアロゾル前駆体源と流体連通し、中空円筒の内部チャネル内に延びる毛細
管であり、送達装置が、エアロゾル前駆体源から、内部チャネル内の熱伝導性基板上にエ
アロゾル前駆体を送達するように構成されている送達装置とを含み、
　中空円筒が、内部チャネルから外面まで延びる少なくとも１つの細孔を画定するように
構成され、熱伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答して、中空円
筒の内面上に分配されたエアロゾル前駆体によって形成されたエアロゾルが、少なくとも
１つの細孔を通って分配されるように、少なくとも１つの細孔が構成および配置されてい
るエアロゾル形成機器。
【請求項１１】
　導電性炭素要素が、導電性グラフェン要素を含む、請求項１０に記載の機器。
【請求項１２】
　導電性炭素要素が、導電性正方形グラフェンシートを含む、請求項１０に記載の機器。
【請求項１３】
　炭素要素と係合された電気回路を含み、炭素要素が、電気回路からの電流の印加に応答
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して熱を生成するように構成された抵抗素子である、請求項１０に記載の機器。
【請求項１４】
　熱伝導性基板が、熱伝導性ガラス、熱伝導性誘電体材料または熱伝導性複合材料を含む
、請求項１０に記載の機器。
【請求項１５】
　炭素要素が、中空円筒の外面の周りに部分的に延びている、請求項１０に記載の機器。
【請求項１６】
　毛細管が、エアロゾル前駆体源からエアロゾル前駆体を吸い上げ、その出口端部を介し
て、内部チャネルを画定する中空円筒の内面上にエアロゾル前駆体を分配するように構成
されている、請求項１０に記載の機器。
【請求項１７】
　炭素要素が、３オーム／スクエア単位の抵抗を有するように構成されている、請求項１
０に記載の機器。
【請求項１８】
　エアロゾル送達装置の形成方法であって、
　エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源と、熱伝導性基板に隣接して配置され
た導電性炭素要素を含むヒータ装置とを動作可能に係合することを含み、ここで熱伝導性
基板が、内部チャネルを画定する中空円筒として構成され、中空円筒の外面と係合された
炭素要素を有し、ヒータ装置が、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前
駆体を受け取るように構成され、その結果、熱伝導性基板上のエアロゾル前駆体が、熱伝
導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答してエアロゾルを形成し、さ
らに、
　エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に送達装置を動作可能に係合することを含み
、送達装置が、エアロゾル前駆体源と流体連通し、中空円筒の内部チャネル内に延びる毛
細管であり、送達装置が、エアロゾル前駆体源から、内部チャネル内の熱伝導性基板上に
エアロゾル前駆体を送達するように構成され、
　中空円筒が、内部チャネルから外面まで延びる少なくとも１つの細孔を画定するように
構成され、熱伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答して、中空円
筒の内面上に分配されたエアロゾル前駆体によって形成されたエアロゾルが、少なくとも
１つの細孔を通って分配されるように、少なくとも１つの細孔が配置されているエアロゾ
ル送達装置の形成方法。
【請求項１９】
　エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前駆体源
と、導電性グラフェン要素を含む導電性炭素要素を有するヒータ装置とを動作可能に係合
することを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前駆体源
と、導電性正方形グラフェンシートを含む導電性炭素要素を有するヒータ装置とを動作可
能に係合することを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　電気回路と炭素要素とを係合することを含み、炭素要素が、電気回路からの電流の印加
に応答して熱を生成するように構成された抵抗素子である、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前駆体源
と、熱伝導性ガラス、熱伝導性誘電体材料または熱伝導性複合材料を含む熱伝導性基板を
有するヒータ装置とを動作可能に係合することを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　炭素要素と中空円筒の外面とを係合し、炭素要素が中空円筒の外面の周りに部分的に延
びるようにすることを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
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　エアロゾル前駆体源と流体連通する毛細管を係合することを含み、毛細管が、中空円筒
の内部チャネル内に延びて、エアロゾル前駆体源からエアロゾル前駆体を吸い上げ、その
出口端部を介して、内部チャネルを画定する中空円筒の内面上にエアロゾル前駆体を分配
するように構成されている、請求項１８に記載の方法。
【請求項２５】
　エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前駆体源
と、３オーム／スクエア単位の抵抗を有するように構成された炭素要素を有するヒータ装
置とを動作可能に係合することを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　制御本体と、エアロゾル前駆体源を収容するカートリッジとを直列に係合することと、
ユーザに口元開口を通ってエアロゾルを導くように構成された口元開口を画定することと
を含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２７】
　ヒータ装置とカートリッジとを係合し、熱伝導性基板がカートリッジの長手方向軸に垂
直に配置されるようにすることを含む、請求項２６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、喫煙品などのエアロゾル送達装置に関し、さらに具体的には、エアロゾルの
生成のために電気的に生成された熱を利用してもよいエアロゾル送達装置（例えば、一般
に電子タバコと呼ばれる喫煙品）に関する。喫煙品は、タバコから製造され得るか、タバ
コに由来し得るか、そうでなければタバコを組み込み得る材料を組み込んでもよいエアロ
ゾル前駆体を加熱するように構成されてもよく、前駆体は人間が消費するための吸入可能
な物質を形成することができる。
【背景技術】
【０００２】
　使用のためにタバコを燃焼することを必要とする喫煙製品の改良品または代替品として
、多くの喫煙装置が長年にわたって提案されてきた。これらの装置の多くは、紙巻タバコ
、葉巻またはパイプの喫煙に関連する感覚を提供するように設計されているが、タバコの
燃焼に起因する相当量の不完全燃焼および熱分解生成物を送達することはないと言われて
いる。この目的のために、電気エネルギーを利用して揮発性材料を気化または加熱するか
、タバコをかなりの程度燃焼することなく紙巻タバコ、葉巻またはパイプの喫煙感覚を提
供しようとする多くの喫煙製品、香味発生器および薬用吸入器が提案されている。例えば
、Ｒｏｂｉｎｓｏｎらの米国特許第７７２６３２０号明細書、Ｇｒｉｆｆｉｔｈ　Ｊｒ．
らの米国特許出願公開第２０１３／０２５５７０２号明細書、Ｓｅａｒｓらの米国特許出
願公開第２０１４／００９６７８１号明細書に述べられている背景技術に記載されている
様々な代替喫煙品、エアロゾル送達装置および発熱源を参照されたい。また、例えば、２
０１４年２月３日に出願されたＢｌｅｓｓらの米国特許出願番号第１４／１７０，８３８
号明細書に記載の商品名および商業的供給源によって参照される様々なタイプの喫煙品、
エアロゾル送達装置および電気式発熱源を参照されたい。
【０００３】
　そのようなタイプの喫煙品、エアロゾル送達装置および電気式発熱源の改良が望ましい
場合がある。例えば、エアロゾル前駆体を揮発させてエアロゾルを形成するために実施さ
れるエアロゾル前駆体と加熱要素との間の直接の係合または物理的接触を避けることが望
ましい場合がある。このように、エアロゾル前駆体を分配するための装置／機器に関連す
る炭化または他の熱関連の懸念を低減または排除することができる。さらに、エアロゾル
前駆体と炭素要素との間の相互作用に関連する問題、例えば短絡、侵食、蓄積、炭化また
は他の問題も低減または排除することができる。さらに、そのようなタイプの喫煙品、エ
アロゾル送達装置および電気式発熱源が、電源寿命を向上するために、改善された（少な
い）電力消費で迅速な加熱／熱応答時間を示すことが望ましい場合がある。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第７７２６３２０号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１３／０２５５７０２号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１４／００９６７８１号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示は、エアロゾル送達装置、そのような装置の形成方法およびそのような装置の要
素に関する。さらに詳細には、一態様では制御本体およびそれと直列に係合されたカート
リッジを含むエアロゾル送達装置を提供する本開示の態様によって、上述およびその他の
必要性は満たされ、カートリッジは、エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源を
含み、ユーザにエアロゾルを導くように構成された口元開口を画定する。ヒータ装置は、
カートリッジと動作可能に係合され、ヒータ装置は、熱伝導性基板に隣接して配置された
導電性炭素要素を含む。ヒータ装置は、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロ
ゾル前駆体を受け取るように構成され、その結果、熱伝導性基板上のエアロゾル前駆体は
、熱伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答してエアロゾルを形成
する。
【０００６】
　本開示の別の態様は、エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源と、熱伝導性基
板に隣接して配置された導電性炭素要素を含むヒータ装置とを含むエアロゾル形成機器を
提供する。ヒータ装置は、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体を
受け取るように構成され、その結果、熱伝導性基板上のエアロゾル前駆体は、熱伝導性基
板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答してエアロゾルを形成する。
【０００７】
　本開示のさらなる態様は、エアロゾル送達装置の形成方法を提供する。このような方法
は、エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源と、熱伝導性基板に隣接して配置さ
れた導電性炭素要素を含むヒータ装置とを動作可能に係合することを含み、ヒータ装置は
、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体を受け取るように構成され
、その結果、熱伝導性基板上のエアロゾル前駆体は、熱伝導性基板を通って伝導された導
電性炭素要素からの熱に応答してエアロゾルを形成する。
【０００８】
　したがって、本開示は、限定するものではないが、以下の実施形態を含む。
【０００９】
　実施形態１：エアロゾル送達装置であって、制御本体と、制御本体と直列に係合され、
エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源を含み、ユーザにエアロゾルを導くよう
に構成された口元開口を画定するカートリッジと、エアロゾル前駆体源と口元開口との間
で動作可能にカートリッジと係合されたヒータ装置とを含み、ヒータ装置が、熱伝導性基
板に隣接して配置された導電性炭素要素を含み、ヒータ装置が、エアロゾル前駆体源から
熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体を受け取るように構成され、その結果、熱伝導性基板
上のエアロゾル前駆体が、熱伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応
答してエアロゾルを形成するエアロゾル送達装置。
【００１０】
　実施形態２：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置であ
って、エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に動作可能に係合された送達装置を含み
、送達装置が、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体を送達するよ
うに構成されている装置。
【００１１】
　実施形態３：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置であ
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って、導電性炭素要素が導電性グラフェン要素を含む装置。
【００１２】
　実施形態４：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置であ
って、導電性炭素要素が導電性正方形グラフェンシートを含む装置。
【００１３】
　実施形態５：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置であ
って、炭素要素と係合された電気回路を含み、炭素要素が、電気回路からの電流の印加に
応答して熱を生成するように構成された抵抗素子である装置。
【００１４】
　実施形態６：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置であ
って、エアロゾル前駆体源が、熱伝導性基板の表面上にエアロゾル前駆体を分配するよう
に構成され、熱伝導性基板の表面が、炭素要素に対向し、口元開口に向けられている装置
。
【００１５】
　実施形態７：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置であ
って、送達装置が、ポンプ機器またはウィック構成を含む装置。
【００１６】
　実施形態８：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置であ
って、熱伝導性基板が、熱伝導性ガラス、熱伝導性誘電体材料または熱伝導性複合材料を
含む装置。
【００１７】
　実施形態９：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置であ
って、炭素要素が、熱伝導性基板の２つの層の間に配置されている装置。
【００１８】
　実施形態１０：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置で
あって、熱伝導性基板が、カートリッジの長手方向軸に垂直に配置されている装置。
【００１９】
　実施形態１１：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置で
あって、熱伝導性基板が、内部チャネルを画定する中空円筒として構成され、炭素要素が
中空円筒の外面と係合されている装置。
【００２０】
　実施態様１２：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置で
あって、炭素要素が中空円筒の外面の周りに部分的に延び、炭素要素と係合していない中
空円筒の残りの表面が口元開口に向けられるようにする装置。
【００２１】
　実施形態１３：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置で
あって、炭素要素が、熱伝導性基板の２つの同心の中空円筒の間に配置されている装置。
【００２２】
　実施形態１４：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置で
あって、エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に動作可能に係合された送達装置を含
み、送達装置が、エアロゾル前駆体源と流体連通し、中空円筒の内部チャネル内に延びる
毛細管であり、送達装置が、エアロゾル前駆体源から内部チャネル内の熱伝導性基板上に
エアロゾル前駆体を送達するように構成されている装置。
【００２３】
　実施形態１５：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置で
あって、毛細管が、エアロゾル前駆体源からエアロゾル前駆体を吸い上げ、その出口端部
を介して、内部チャネルを画定する中空円筒の内面上にエアロゾル前駆体を分配するよう
に構成されている装置。
【００２４】
　実施形態１６：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置で
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あって、中空円筒が、内部チャネルから外面まで延びる少なくとも１つの細孔を画定する
ように構成され、熱伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答して、
中空円筒の内面上に分配されたエアロゾル前駆体によって形成されたエアロゾルが、少な
くとも１つの細孔を通って口元開口に向けて分配されるように、少なくとも１つの細孔が
構成および配置されている装置。
【００２５】
　実施形態１７：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの装置で
あって、炭素要素が、３オーム／スクエア単位の抵抗を有するように構成されている装置
。
【００２６】
　実施形態１８：エアロゾル形成機器であって、エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル
前駆体源と、熱伝導性基板に隣接して配置された導電性炭素要素を含むヒータ装置とを含
み、ヒータ装置が、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体を受け取
るように構成され、その結果、熱伝導性基板上のエアロゾル前駆体が、熱伝導性基板を通
って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答してエアロゾルを形成するエアロゾル形成
機器。
【００２７】
　実施形態１９：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に動作可能に係合された送達装置を含
み、送達装置が、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体を送達する
ように構成されている機器。
【００２８】
　実施形態２０：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、導電性炭素要素が導電性グラフェン要素を含む機器。
【００２９】
　実施形態２１：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、導電性炭素要素が導電性正方形グラフェンシートを含む機器。
【００３０】
　実施態様２２：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、炭素要素と係合された電気回路を含み、炭素要素が、電気回路からの電流の印加
に応答して熱を生成するように構成された抵抗素子である機器。
【００３１】
　実施形態２３：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、エアロゾル前駆体源が、熱伝導性基板の表面上にエアロゾル前駆体を分配するよ
うに構成され、熱伝導性基板の表面が、炭素要素に対向している機器。
【００３２】
　実施形態２４：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、送達装置が、ポンプ機器またはウィック構成を含む機器。
【００３３】
　実施形態２５：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、熱伝導性基板が、熱伝導性ガラス、熱伝導性誘電体材料または熱伝導性複合材料
を含む機器。
【００３４】
　実施形態２６：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、炭素要素が、熱伝導性基板の２つの層の間に配置されている機器。
【００３５】
　実施形態２７：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、熱伝導性基板が、内部チャネルを画定する中空円筒として構成され、炭素要素が
中空円筒の外面と係合されている機器。
【００３６】
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　実施形態２８：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、炭素要素が中空円筒の外面の周りに部分的に延びている機器。
【００３７】
　実施形態２９：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、炭素要素が、熱伝導性基板の２つの同心の中空円筒の間に配置されている機器。
【００３８】
　実施形態３０：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に動作可能に係合された送達装置を含
み、送達装置が、エアロゾル前駆体源と流体連通し、中空円筒の内部チャネル内に延びる
毛細管であり、送達装置が、エアロゾル前駆体源から内部チャネル内の熱伝導性基板上に
エアロゾル前駆体を送達するように構成されている機器。
【００３９】
　実施形態３１：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、毛細管が、エアロゾル前駆体源からエアロゾル前駆体を吸い上げ、その出口端部
を介して、内部チャネルを画定する中空円筒の内面上にエアロゾル前駆体を分配するよう
に構成されている機器。
【００４０】
　実施形態３２：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、中空円筒が、内部チャネルから外面まで延びる少なくとも１つの細孔を画定する
ように構成され、熱伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答して、
中空円筒の内面上に分配されたエアロゾル前駆体によって形成されたエアロゾルが、少な
くとも１つの細孔を通って分配されるように、少なくとも１つの細孔が構成および配置さ
れている機器。
【００４１】
　実施形態３３：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの機器で
あって、炭素要素が、３オーム／スクエア単位の抵抗を有するように構成されている機器
。
【００４２】
　実施形態３４：エアロゾル送達装置の形成方法であって、エアロゾル前駆体を収容する
エアロゾル前駆体源と、熱伝導性基板に隣接して配置された導電性炭素要素を含むヒータ
装置とを動作可能に係合することを含み、ヒータ装置が、エアロゾル前駆体源から熱伝導
性基板上にエアロゾル前駆体を受け取るように構成され、その結果、熱伝導性基板上のエ
アロゾル前駆体が、熱伝導性基板を通って伝導された導電性炭素要素からの熱に応答して
エアロゾルを形成するエアロゾル送達装置の形成方法。
【００４３】
　実施形態３５：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に送達装置を動作可能に係合すること
を含み、送達装置が、エアロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体を送達
するように構成されている方法。
【００４４】
　実施形態３６：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前
駆体源と、導電性グラフェン要素を含む導電性炭素要素を有するヒータ装置とを動作可能
に係合することを含む方法。
【００４５】
　実施形態３７：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前
駆体源と、導電性正方形グラフェンシートを含む導電性炭素要素を有するヒータ装置とを
動作可能に係合することを含む方法。
【００４６】
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　実施形態３８：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、電気回路と炭素要素とを係合することを含み、炭素要素が、電気回路からの電流
の印加に応答して熱を生成するように構成された抵抗素子である方法。
【００４７】
　実施形態３９：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前
駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合し、エアロゾル前駆体源が、熱伝導性基板の表面
上にエアロゾル前駆体を分配するように構成されるようにすることを含み、熱伝導性基板
の表面が炭素要素に対向している方法。
【００４８】
　実施形態４０：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、送達装置を動作可能に係合することが、エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との
間に、ポンプ機器またはウィック構成を含む送達装置を動作可能に係合することを含む方
法。
【００４９】
　実施形態４１：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前
駆体源と、熱伝導性ガラス、熱伝導性誘電体材料または熱伝導性複合材料を含む熱伝導性
基板を有するヒータ装置とを動作可能に係合することを含む方法。
【００５０】
　実施形態４２：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前
駆体源と、熱伝導性基板の２つの層の間に配置された炭素要素を有するヒータ装置とを動
作可能に係合することを含む方法。
【００５１】
　実施形態４３：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前
駆体源と、内部チャネルを画定する中空円筒として構成された熱伝導性基板を有し、中空
円筒の外面と係合された炭素要素を有するヒータ装置とを動作可能に係合することを含む
方法。
【００５２】
　実施形態４４：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、炭素要素と中空円筒の外面とを係合し、炭素要素が中空円筒の外面の周りに部分
的に延びるようにすることを含む方法。
【００５３】
　実施形態４５：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前
駆体源と、熱伝導性基板の２つの同心の中空円筒の間に配置された炭素要素を有するヒー
タ装置とを動作可能に係合することを含む方法。
【００５４】
　実施形態４６：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源と熱伝導性基板との間に送達装置を動作可能に係合すること
を含み、送達装置が、エアロゾル前駆体源と流体連通し、中空円筒の内部チャネル内に延
びる毛細管であり、送達装置が、エアロゾル前駆体源から内部チャネル内の熱伝導性基板
上にエアロゾル前駆体を送達するように構成されている方法。
【００５５】
　実施形態４７：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源と流体連通する毛細管を係合することを含み、毛細管が、中
空円筒の内部チャネル内に延びて、エアロゾル前駆体源からエアロゾル前駆体を吸い上げ
、その出口端部を介して、内部チャネルを画定する中空円筒の内面上にエアロゾル前駆体
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を分配するように構成されている方法。
【００５６】
　実施形態４８：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、中空円筒が、内部チャネルから外面まで延びる少なくとも１つの細孔を画定する
ように構成され、方法が、少なくとも１つの細孔を配置し、熱伝導性基板を通って伝導さ
れた導電性炭素要素からの熱に応答して、中空円筒の内面上に分配されたエアロゾル前駆
体によって形成されたエアロゾルが、少なくとも１つの細孔を通って分配されるようにす
ることを含む方法。
【００５７】
　実施形態４９：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、エアロゾル前駆体源とヒータ装置とを動作可能に係合することが、エアロゾル前
駆体源と、３オーム／スクエア単位の抵抗を有するように構成された炭素要素を有するヒ
ータ装置とを動作可能に係合することを含む方法。
【００５８】
　実施形態５０：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、制御本体と、エアロゾル前駆体源を収容するカートリッジとを直列に係合するこ
とと、ユーザにエアロゾルを導くように構成された口元開口を画定することとを含む方法
。
【００５９】
　実施形態５１：先行もしくは後続のいずれかの実施形態またはそれらの組合せの方法で
あって、ヒータ装置とカートリッジとを係合し、熱伝導性基板がカートリッジの長手方向
軸に垂直に配置されるようにすることを含む方法。
【００６０】
　本開示のこれらならびに他の特徴、態様および利点は、以下に簡略に描かれた添付の図
面とともに、以下の詳細な説明を読むことにより明らかになるであろう。本開示は、その
ような特徴または要素が明示的に結合されているか、そうでなければ本明細書の特定の実
施形態の説明または特許請求の範囲で列挙されているかどうかにかかわらず、本開示に述
べられているか、請求項のうちいずれか１つ以上に列挙されている２つ、３つ、４つまた
はそれ以上の特徴または要素の任意の組合せを含む。本開示は、本開示の前後関係が明ら
かに他のことを指示しない限り、その態様および実施形態のいずれかにおいて、本開示の
任意の分離可能な特徴または要素が意図された通りに見え、すなわち組合せ可能であるよ
うに全体的に読み取られることを意図している。
【００６１】
　本開示を上述の一般的な用語で説明しており、添付の図面をこれから参照するが、これ
らの図面は必ずしも縮尺通りに描かれていない。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本開示の様々な実施形態による、エアロゾル送達装置に利用され得る様々な要素
を含むカートリッジおよび制御本体を含むエアロゾル送達装置の部分切取図である。
【図２】本開示の様々な実施形態による、エアロゾル形成機器の態様を概略的に示す図で
ある。
【図３】本開示の様々な実施形態による、エアロゾル形成機器の態様を概略的に示す図で
ある。
【図４】本開示の様々な実施形態による、エアロゾル形成機器の態様を概略的に示す図で
ある。
【図５】本開示の一実施形態による、中空円筒構成を有するエアロゾル形成機器を概略的
に示す図である。
【図６】本開示の実施形態による、エアロゾル送達装置と係合されたエアロゾル形成機器
を概略的に示す図である。
【図７】本開示の一実施形態による、エアロゾル送達装置の形成方法を概略的に示す図で
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ある。
【発明を実施するための形態】
【００６３】
　本開示は、以下、その例示的な実施形態を参照して、さらに詳細に説明される。これら
の例示的な実施形態は、本開示が徹底的かつ完全であり、本開示の範囲を当業者に完全に
伝えるように説明される。実際、本開示は、多くの異なる形態で具体化されてもよく、本
明細書に述べる実施形態に限定されると解釈されるべきではない。むしろ、これらの実施
形態は、本開示が適用される法的要件を満たすように提供される。本明細書および添付の
特許請求の範囲で使用される単数形「ａ」、「ａｎ」、「ｔｈｅ」は、前後関係が他に明
確に指示しない限り、複数の指示対象を含む。
【００６４】
　以下に説明されるように、本開示の実施形態は、エアロゾル送達システムに関する。本
開示によるエアロゾル送達システムは、吸入可能な物質を形成するために、電気エネルギ
ーを使用して（好ましくは、材料をかなりの程度燃焼させることなく、および／または材
料を著しく化学変化させることなく）材料を加熱し、そのようなシステムの構成要素は、
最も好ましくは手持ち式装置と見なされるのに十分に小型の物品の形態を有する。すなわ
ち、好ましいエアロゾル送達システムの構成要素を使用しても（すなわち、タバコの燃焼
または熱分解の副産物から）煙が生成されず、むしろそれらの好ましいシステムを使用す
ると、その中に組み込まれた特定の成分の揮発または気化に起因する蒸気が生成される。
好ましい実施形態では、エアロゾル送達システムの構成要素は、電子タバコとして特徴付
けられてもよく、これらの電子タバコは、最も好ましくは、タバコおよび／またはタバコ
に由来する成分を組み込み、ひいてはエアロゾル形態のタバコ由来成分を送達する。
【００６５】
　特定の好ましいエアロゾル送達システムのエアロゾル生成部品は、そのいかなる成分も
実質的に燃焼することなく、タバコを点火し燃焼させることによって（ひいては、タバコ
の煙を吸い込むことによって）使用される紙巻タバコ、葉巻またはパイプを喫煙するとい
う数々の感覚（例えば、吸入および呼気の形式、味または香味の種類、感覚刺激効果、物
理的感触、使用形式、目に見えるエアロゾルによってもたらされるような視覚的刺激など
）をもたらし得る。例えば、本開示のエアロゾル生成部品のユーザは、喫煙者が伝統的な
タイプの喫煙品を使用するのと同じように、その部品を保持し使用し、その部品によって
生成されたエアロゾルを吸入するためにその部品の一端を吸い、選択された時間間隔で吸
煙する等々を行うことができる。
【００６６】
　本開示のエアロゾル送達装置はまた、蒸気生成物品または薬剤送達物品として特徴付け
ることができる。したがって、そのような物品または装置は、吸入可能な形態または状態
で、１つ以上の物質（例えば、香味および／または薬学的有効成分）を提供するように構
成され得る。例えば、吸入可能な物質は、実質的に蒸気の形態（すなわち、その臨界点よ
りも低い温度で気相にある物質）であり得る。あるいは、吸入可能な物質は、エアロゾル
の形態（すなわち、気体中の微細固体粒子または液滴の懸濁液）であり得る。分かりやす
くするために、本明細書で使用される用語「エアロゾル」は、目に見えるかどうか、また
煙状であると見なされ得る形態であるかどうかに関わりなく、人間の吸入に適した形態ま
たはタイプの蒸気、気体およびエアロゾルを含むことを意味する。
【００６７】
　本開示のエアロゾル送達装置は、一般に、ハウジングと呼ばれ得る外側本体またはシェ
ル内に設けられる多くの構成要素を含む。外側本体またはシェルの全体的なデザインは様
々であり得、エアロゾル送達装置の全体的な寸法および形状を画定することができる外側
本体の形式または構成は様々あり得る。典型的には、紙巻タバコまたは葉巻の形状に類似
する細長い本体が、単一の一体型のハウジングから形成されてもよいか、細長いハウジン
グが、２つ以上の分離可能な本体から形成されてもよい。例えば、エアロゾル送達装置は
、形状が実質的に管状であり得、従来の紙巻タバコまたは葉巻の形状に類似し得る細長い
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シェルまたは本体を含むことができる。一実施形態では、エアロゾル送達装置のあらゆる
構成要素が、１つのハウジング内に収容される。あるいは、エアロゾル送達装置は、接合
され、分離可能な２つ以上のハウジングを含むことができる。例えば、エアロゾル送達装
置は、１つ以上の構成要素（例えば、その物品の動作を制御するためのバッテリおよび様
々な電子機器）を収容するハウジングを含む制御本体を一端に有し、エアロゾル形成構成
要素（例えば、香味およびエアロゾル形成剤などの１つ以上のエアロゾル前駆体成分、１
つ以上のヒータ、および／または１つ以上のウィック）を収容する取り外し可能に取り付
けられた外側本体またはシェルを他端に有することができる。
【００６８】
　本開示のエアロゾル送達装置は、実質的に管状ではないが実質的に比較的大きな寸法に
形成され得る外側ハウジングまたはシェルから形成され得る。ハウジングまたはシェルは
、マウスピースを含むように構成することができ、および／または液体エアロゾル形成剤
などの消耗要素を含むことができ、気化器または噴霧器を含むことができる別個のシェル
（例えば、カートリッジ）を受け入れるように構成されてもよい。
【００６９】
　本開示のエアロゾル送達装置は、最も好ましくは、電源（すなわち、電気的な動力源）
、少なくとも１つの制御構成要素（例えば、電源からの物品の他の構成要素（例えば、マ
イクロコントローラまたはマイクロプロセッサ）への電流の流れを制御することなどによ
って、発熱のための電力を作動、制御、調整および停止するための手段）、ヒータまたは
発熱部材（例えば、単独でまたは１つ以上の追加要素と組み合わせて、一般に「噴霧器」
と呼ばれ得る電気抵抗加熱要素または他の構成要素）、エアロゾル前駆体組成物（例えば
、「スモークジュース（ｓｍｏｋｅ　ｊｕｉｃｅ）」、「ｅ－リキッド（ｅ－ｌｉｑｕｉ
ｄ）」および「ｅ－ジュース（ｅ－ｊｕｉｃｅ）」と一般に呼ばれる成分など、一般に、
十分な熱を加えるとエアロゾルを生じることができる液体）ならびにエアロゾル吸入のた
めにエアロゾル送達装置を吸引することを可能にするマウスピースおよび口元領域（例え
ば、生成されたエアロゾルが吸入によりそこから引き出され得るように、物品を通る画定
された空気流路）の何らかの組合せを含む。
【００７０】
　本開示のエアロゾル送達システム内の構成要素のさらに具体的な形式、構成および配置
は、以下に提供されるさらなる開示に照らして明らかになるであろう。さらに、様々なエ
アロゾル送達システム構成要素の選択および配置は、本開示の背景技術の項で参照される
代表的な製品などの市販の電子エアロゾル送達装置を考慮して理解することができる。
【００７１】
　本開示によるエアロゾル送達装置に利用され得る構成要素を示すエアロゾル送達装置１
００の一実施形態が、図１に示されている。エアロゾル送達装置１００は、その中に示さ
れている切欠図に見られるように、機能的関係で恒久的にまたは取り外し可能に位置合わ
せされ得る制御本体１０２およびカートリッジ１０４を含むことができる。制御本体１０
２とカートリッジ１０４との係合は、（図示されるように）圧入、ねじ込み、締り嵌め、
磁気などであってよい。特に、本明細書でさらに説明するような接続構成要素が使用され
てもよい。例えば、制御本体は、カートリッジ上のコネクタに係合するように構成された
カプラを含んでもよい。
【００７２】
　特定の実施形態では、制御本体１０２およびカートリッジ１０４の一方または両方は、
使い捨て可能であるか、再使用可能であると称され得る。例えば、制御本体は、交換可能
なバッテリまたは再充電可能なバッテリを含む電源を有してもよく（ただし、必要または
所望に応じて、キャパシタ、スーパーキャパシタ、ウルトラキャパシタまたは薄膜固体バ
ッテリなどの他の好適な電源が実装されてもよい）、したがって、制御本体は、典型的な
電気コンセントへの接続、車の充電器（すなわち、シガーソケット）への接続、およびユ
ニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ケーブルなどを介したコンピュータへの接続を含む任
意のタイプの再充電技術と組み合わされてもよい。例えば、一端にＵＳＢコネクタを含み
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、対向する端に制御本体コネクタを含むアダプタが、Ｎｏｖａｋらの米国特許出願公開第
２０１４／０２６１４９５号明細書に開示されている。さらに、いくつかの実施形態では
、カートリッジは、Ｃｈａｎｇらの米国特許第８９１０６３９号明細書に開示されている
ような使い捨てカートリッジを含んでもよい。
【００７３】
　図１に示すように、制御本体１０２は、制御構成要素１０６（例えば、プリント回路基
板（ＰＣＢ）、集積回路、メモリ部品、マイクロコントローラなど）、流量センサ１０８
、バッテリ１１０およびＬＥＤ１１２を含むことができる制御本体シェル１０１から形成
され得、このような構成要素は、可変に位置合わせされ得る。ＬＥＤに加えて、またはＬ
ＥＤの代替として、追加のインジケータ（例えば、触覚フィードバック構成要素、音声フ
ィードバック構成要素など）を含めることができる。発光ダイオード（ＬＥＤ）構成要素
などの視覚的刺激またはインジケータをもたらす追加の代表的なタイプの構成要素ならび
にそれらの構成および使用は、Ｓｐｒｉｎｋｅｌらの米国特許第５１５４１９２号明細書
、Ｎｅｗｔｏｎの米国特許第８４９９７６６号明細書およびＳｃａｔｔｅｒｄａｙの米国
特許第８５３９９５９号明細書ならびに２０１４年２月５日に出願されたＳｅａｒｓらの
米国特許出願番号第１４／１７３，２６６号明細書に記載されている。
【００７４】
　カートリッジ１０４は、リザーバハウジング内に貯蔵されたエアロゾル前駆体組成物を
ヒータ１３４に毛管作用で運ぶか、そうでなければ輸送するように構成された液体輸送要
素１３６と流体連通しているリザーバ１４４を囲むカートリッジシェル１０３から形成す
ることができる。液体輸送要素は、毛細管作用などによって液体を輸送するように構成さ
れた１つ以上の材料から形成することができる。液体輸送要素は、例えば、繊維材料（例
えば、有機綿、酢酸セルロース、再生セルロース布、ガラス繊維）、多孔質セラミック、
多孔質炭素、黒鉛、多孔質ガラス、焼結ガラスビーズ、焼結セラミックビーズ、毛細管な
どから形成することができる。したがって、液体輸送要素は、開放細孔ネットワーク（す
なわち、流体が、要素を通る複数の方向に、１つの細孔から別の細孔へ流れ得るように相
互接続された複数の細孔）を含む任意の材料であり得る。電流が印加されると熱を生成す
るように構成された様々な実施形態の材料を使用して、抵抗加熱要素１３４を形成しても
よい。線材コイルを形成してもよい材料の例には、カンタル（ＦｅＣｒＡｌ）、ニクロム
、二珪化モリブデン（ＭｏＳｉ２）、珪化モリブデン（ＭｏＳｉ）、アルミニウムをドー
プした二珪化モリブデン（Ｍｏ（Ｓｉ，Ａｌ）２）、チタン、白金、銀、パラジウム、黒
鉛および黒鉛系材料（例えば、炭素系発泡体および糸）ならびにセラミック（例えば、正
温度係数セラミックまたは負温度係数セラミック）が挙げられる。さらなる実施形態では
、ヒータは、レーザダイオードなど、電磁放射を提供するように構成された様々な材料を
含んでもよい。
【００７５】
　形成されたエアロゾルをカートリッジ１０４から放出することを可能にするために、開
口１２８がカートリッジシェル１０３内に（例えば、マウスエンドに）存在してもよい。
そのような構成要素は、カートリッジ内に存在してもよい構成要素の代表であり、本開示
に包含されるカートリッジ構成要素の範囲を限定することを意図するものではない。
【００７６】
　カートリッジ１０４はまた、集積回路、メモリ部品、センサなどを含んでもよい１つ以
上の電子部品１５０を含んでもよい。電子部品１５０は、有線または無線手段によって、
制御構成要素１０６および／または外部装置と通信するように構成されてもよい。電子部
品１５０は、カートリッジ１０４またはその基部１４０内のどこにでも配置することがで
きる。
【００７７】
　制御構成要素１０６および流量センサ１０８は別個に図示されているが、空気流量セン
サが直接取り付けられた電子回路基板として、制御構成要素および流量センサが組み合わ
されてもよいことが理解される。さらに、電子回路基板は、電子回路基板が制御本体の中
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心軸に対して長さ方向に平行であり得るという点で、図１の図に対して水平に配置されて
もよい。いくつかの実施形態では、空気流量センサは、それが取り付けられ得るそれ自体
の回路基板または他の基部要素を含んでもよい。いくつかの実施形態では、フレキシブル
回路基板が利用されてもよい。フレキシブル回路基板は、実質的に管状の形状を含む様々
な形状に構成されてもよい。
【００７８】
　制御本体１０２およびカートリッジ１０４は、それらの間の流体係合を容易にするよう
に構成された構成要素を含んでもよい。図１に示すように、制御本体１０２は、内部にキ
ャビティ１２５を有するカプラ１２４を含むことができる。カートリッジ１０４は、カプ
ラ１２４と係合するように構成された基部１４０を含むことができ、キャビティ１２５内
に嵌合するように構成された突起１４１を含むことができる。このような係合は、制御本
体１０２とカートリッジ１０４との間の安定した接続を容易にするとともに、制御本体内
のバッテリ１１０および制御構成要素１０６とカートリッジ内のヒータ１３４との間の電
気的接続を確立することができる。さらに、制御本体シェル１０１は、吸気口１１８を含
むことができ、吸気口１１８はシェル内のノッチであってよく、ここでノッチは、周囲空
気がカプラの周りを通過してシェル内に入り、次いでカプラのキャビティ１２５を通過し
、突起１４１を介してカートリッジ内に入ることを可能にするカプラ１２４に接続する。
【００７９】
　本開示による有用なカプラおよび基部は、Ｎｏｖａｋらの米国特許出願公開第２０１４
／０２６１４９５号明細書に記載されている。例えば、図１に示されるカプラは、基部１
４０の内周１４２と嵌合するように構成された外周１２６を画定してもよい。一実施形態
では、基部の内周は、カプラの外周の半径と実質的に等しいか、それよりわずかに大きい
半径を画定してもよい。さらに、カプラ１２４は、基部の内周に画定された１つ以上の凹
部１７８と係合するように構成された外周１２６に、１つ以上の凸部１２９を画定しても
よい。しかしながら、様々な他の実施形態の構造、形状および構成要素を使用して、基部
をカプラに連結してもよい。いくつかの実施形態では、カートリッジ１０４の基部１４０
と制御本体１０２のカプラ１２４との間の接続が実質的に恒久的であってよいのに対して
、他の実施形態では、それらの間の接続は、例えば、制御本体が、使い捨ておよび／また
は再充填可能であってよい１つ以上の追加のカートリッジとともに再利用され得るように
、解放可能であってよい。
【００８０】
　エアロゾル送達装置１００は、いくつかの実施形態では、実質的に棒状または実質的に
管状または実質的に円筒形状であってよい。他の実施形態では、追加の形状および寸法、
例えば、長方形または三角形の断面、多面体形状などが包含される。
【００８１】
図１に示すリザーバ１４４は、容器であってもよいし、本明細書に説明されるように繊維
質リザーバであってもよい。例えば、リザーバ１４４は、この実施形態では、カートリッ
ジシェル１０３の内部を取り囲むチューブの形状に実質的に形成された不織繊維の１つ以
上の層を含むことができる。エアロゾル前駆体組成物をリザーバ１４４に保持することが
できる。例えば、リザーバ１４４によって液体成分を吸収して保持することができる。リ
ザーバ１４４は、液体輸送要素１３６と流体接続することができる。液体輸送要素１３６
は、この実施形態では、金属線材コイルの形態であってよい加熱要素１３４に、毛細管作
用を介して、リザーバ１４４に貯蔵されたエアロゾル前駆体組成物を輸送することができ
る。このように、加熱要素１３４は液体輸送要素１３６を伴った加熱構成にある。
【００８２】
　使用時に、ユーザが物品１００を吸引すると、センサ１０８によって空気流が検出され
、加熱要素１３４が作動し、加熱要素１３４によってエアロゾル前駆体組成物の成分が気
化される。物品１００のマウスエンドを吸引すると、周囲空気が吸気口１１８に入り、カ
プラ１２４内のキャビティ１２５と、基部１４０の突起１４１内の中央開口とを通過する
。カートリッジ１０４では、吸引された空気が形成された蒸気と組み合わさって、エアロ
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ゾルを形成する。エアロゾルは、加熱要素１３４から吹き飛ばされるか、吸入されるか、
そうでなければ吸引され、物品１００のマウスエンド内の口元開口１２８から出る。
【００８３】
　エアロゾル送達装置には、入力要素が含まれていてもよい。入力装置は、ユーザが装置
の機能を制御し、および／またはユーザに対して情報を出力することを可能にするために
含まれていてもよい。装置の機能を制御するための入力装置として、任意の構成要素また
は構成要素の組合せが利用されてもよい。例えば、２０１４年２月２８日に出願されたＷ
ｏｒｍらの米国特許出願番号第１４／１９３，９６１号明細書に記載されているように、
１つ以上の押しボタンが使用されてもよい。同様に、２０１５年３月１０日に出願された
Ｓｅａｒｓらの米国特許出願番号第１４／６４３，６２６号明細書に記載されているよう
に、タッチスクリーンが使用されてもよい。さらなる例として、エアロゾル送達装置の特
定の動きに基づくジェスチャ認識に適合した構成要素が、入力装置として使用されてもよ
い。２０１４年１２月９日に出願されたＨｅｎｒｙらの米国特許出願番号第１４／５６５
，１３７号明細書を参照されたい。
【００８４】
　いくつかの実施形態では、入力装置は、スマートフォンまたはタブレットなどのコンピ
ュータまたはコンピューティング装置を含んでもよい。具体的には、エアロゾル送達装置
は、ＵＳＢコードまたは類似のプロトコルの使用を介して、コンピュータまたは他の装置
に配線されてもよい。エアロゾル送達装置はまた、無線通信を介して入力装置として作動
するコンピュータまたは他の装置と通信してもよい。例えば、２０１４年７月１０日に出
願されたＡｍｐｏｌｉｎｉらの米国特許出願番号第１４／３２７，７７６号明細書に記載
されているように、読み出し要求を介して装置を制御するためのシステムおよび方法を参
照されたい。そのような実施形態では、コンピュータまたはコンピューティング装置に接
続してＡＰＰまたは他のコンピュータプログラムを使用して、エアロゾル送達装置に制御
命令を入力してもよく、そのような制御命令は、例えば、ニコチン含有量および／または
含有される追加の香味の含有量を選択することによって、特定の組成のエアロゾルを形成
する能力を含む。
【００８５】
　本開示によるエアロゾル送達装置の様々な構成要素は、当該技術分野に記載され市販さ
れている構成要素から選択することができる。本開示に従って使用することができるバッ
テリの例は、Ｐｅｃｋｅｒａｒらの米国特許出願公開第２０１０／００２８７６６号明細
書に記載されている。
【００８６】
　エアロゾル送達装置は、エアロゾル生成が所望される場合（例えば、使用中に吸引され
た場合）に、発熱要素への電力の供給を制御するためのセンサまたは検出器を組み込むこ
とができる。このように、例えば、使用中にエアロゾル送達装置が吸引されていない場合
に発熱要素への電力供給をオフにし、吸引中に発熱要素による発熱を作動させるか引き起
こすために電力供給をオンにする様式または方法が提供される。追加の代表的なタイプの
感知または検出機構、それらの構造および構成、それらの構成要素ならびにそれらの一般
的な操作方法は、Ｓｐｒｉｎｋｅｌ，Ｊｒ．の米国特許第５２６１４２４号明細書、Ｍｃ
Ｃａｆｆｅｒｔｙらの米国特許第５３７２１４８号明細書およびＦｌｉｃｋのＰＣＴ国際
公開第２０１０／００３４８０号パンフレットに記載されている。
【００８７】
　エアロゾル送達装置は、吸引中に発熱要素への電力量を制御するための制御機構を組み
込むことが最も好ましい。代表的なタイプの電子部品、それらの構造および構成、それら
の特徴ならびにそれらの一般的な操作方法は、Ｇｅｒｔｈらの米国特許第４７３５２１７
号明細書、Ｂｒｏｏｋｓらの米国特許第４９４７８７４号明細書、ＭｃＣａｆｆｅｒｔｙ
らの米国特許第５３７２１４８号明細書、Ｆｌｅｉｓｃｈｈａｕｅｒらの米国特許第６０
４０５６０号明細書、Ｎｇｕｙｅｎらの米国特許第７０４０３１４号明細書およびＰａｎ
の米国特許第８２０５６２２号明細書、Ｆｅｒｎａｎｄｏらの米国特許出願公開第２００
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９／０２３０１１７号明細書、Ｃｏｌｌｅｔらの米国特許出願公開第２０１４／００６０
５５４号明細書およびＡｍｐｏｌｉｎｉらの米国特許出願公開第２０１４／０２７０７２
７号明細書ならびに２０１４年３月１３日に出願されたＨｅｎｒｙらの米国特許出願番号
第１４／２０９，１９１号明細書に記載されている。
【００８８】
　エアロゾル前駆体を支持するための代表的なタイプの基材、リザーバまたは他の構成要
素は、Ｎｅｗｔｏｎの米国特許第８５２８５６９号明細書、Ｃｈａｐｍａｎらの米国特許
出願公開第２０１４／０２６１４８７号明細書およびＤａｖｉｓらの米国特許出願公開第
２０１４／００５９７８０号明細書ならびに２０１４年２月３日に出願されたＢｌｅｓｓ
らの米国特許出願番号第１４／１７０，８３８号明細書に記載されている。さらに、様々
なウィッキング材料ならびに特定のタイプの電子タバコ内のそれらのウィッキング材料の
構成および操作は、Ｓｅａｒｓらの米国特許第８９１０６４０号明細書に記載されている
。
【００８９】
　電子タバコとして特徴付けられるエアロゾル送達システムでは、エアロゾル前駆体組成
物は、タバコまたはタバコ由来成分を組み込むことが最も好ましい。ある点では、タバコ
は、微粉砕されたか、粉砕されたか、粉末状のタバコ薄片などのタバコの部分または薄片
として提供されてもよい。別の点では、タバコは、多くのタバコの水溶性成分を組み込ん
だ噴霧乾燥抽出物などの抽出物の形態で提供されてもよい。あるいは、タバコ抽出物は、
タバコ由来の少量の他の抽出成分も組み込んだ比較的高濃度のニコチン含有抽出物の形態
を有してもよい。別の点では、タバコに由来する特定の香味料などの比較的純粋な形態で
、タバコ由来成分が提供されてもよい。ある点では、タバコに由来し、高度に精製された
形態または本質的に純粋な形態で使用され得る成分は、ニコチン（例えば、医薬品グレー
ドのニコチン）である。
【００９０】
　蒸気前駆体組成物とも呼ばれるエアロゾル前駆体組成物は、例えば、多価アルコール（
例えば、グリセリン、プロピレングリコールまたはそれらの混合物）、ニコチン、タバコ
、タバコ抽出物および／または風味料を含む様々な成分を含んでもよい。代表的なタイプ
のエアロゾル前駆体成分および調合物もまた、Ｒｏｂｉｎｓｏｎらの米国特許第７２１７
３２０号明細書およびＺｈｅｎｇらの米国特許出願公開第２０１３／０００８４５７号明
細書、Ｃｈｏｎｇらの米国特許出願公開第２０１３／０２１３４１７号明細書、Ｃｏｌｌ
ｅｔｔらの米国特許出願公開第２０１４／００６０５５４号明細書、Ｌｉｐｏｗｉｃｚら
の米国特許出願公開第２０１５／００２０８２３号明細書およびＫｏｌｌｅｒの米国特許
出願公開第２０１５／００２０８３０号明細書ならびにＢｏｗｅｎらの国際公開第２０１
４／１８２７３６号パンフレットに述べられ、特徴付けられている。使用されてもよい他
のエアロゾル前駆体には、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｖａｐｏｒ　ＣｏｍｐａｎｙのＶ
ＵＳＥ（Ｒ）製品、Ｌｏｒｉｌｌａｒｄ　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓのＢＬＵ（ＴＭ）製
品、Ｍｉｓｔｉｃ　ＥｃｉｇｓのＭＩＳＴＩＣ　ＭＥＮＴＨＯＬ製品およびＣＮ　Ｃｒｅ
ａｔｉｖｅ　Ｌｔｄ．のＶＹＰＥ製品に組み込まれているエアロゾル前駆体が挙げられる
。Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｃｒｅｅｋ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅｓ　ＬＬＣから入手可能な電子タ
バコ用のいわゆる「スモークジュース」も望ましい。
【００９１】
　エアロゾル送達システム内に組み込まれるエアロゾル前駆体の量は、エアロゾル生成部
品が許容可能な感覚および望ましい性能特性を提供するような量である。例えば、多くの
点でタバコの煙の出現に似ている目に見える主流エアロゾルを生成するために、十分な量
のエアロゾル形成材料（例えば、グリセリンおよび／またはプロピレングリコール）が使
用されることが非常に好ましい。エアロゾル生成システム内のエアロゾル前駆体の量は、
エアロゾル生成部品あたりの所望の吸煙の数などの因子に応じて決まってもよい。典型的
には、エアロゾル送達システム内、特にエアロゾル生成部品内に組み込まれるエアロゾル
前駆体の量は、約２ｇ未満、一般に約１．５ｇ未満、多くの場合約１ｇ未満、頻繁に約０
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．５ｇ未満である。
【００９２】
　本開示のエアロゾル送達システムに組み込むことができるさらに他の特徴、制御部また
は構成要素は、Ｈａｒｒｉｓらの米国特許第５９６７１４８号明細書、Ｗａｔｋｉｎｓら
の米国特許第５９３４２８９号明細書、Ｃｏｕｎｔｓらの米国特許第５９５４９７９号明
細書、Ｆｌｅｉｓｃｈｈａｕｅｒらの第６０４０５６０号明細書、Ｈｏｎの第８３６５７
４２号明細書、Ｆｅｒｎａｎｄｏらの第８４０２９７６号明細書、Ｆｅｒｎａｎｄｏらの
米国特許出願公開第２０１０／０１６３０６３号明細書、Ｔｕｃｋｅｒらの米国特許出願
公開第２０１３／０１９２６２３号明細書、Ｌｅｖｅｎらの米国特許出願公開第２０１３
／０２９８９０５号明細書、Ｋｉｍらの米国特許出願公開第２０１３／０１８０５５３号
明細書、Ｓｅｂａｓｔｉａｎらの米国特許出願公開第２０１４／００００６３８号明細書
、Ｎｏｖａｋらの米国特許出願公開第２０１４／０２６１４９５号明細書およびＤｅＰｉ
ａｎｏらの米国特許出願公開第２０１４／０２６１４０８号明細書に記載されている。
【００９３】
　物品の使用の上述の説明は、本明細書に提供されるさらなる開示に照らして当業者には
明らかであり得る軽微な変更を介して、本明細書に説明される様々な実施形態に適用され
得る。しかしながら、上述の使用の説明は、物品の使用を限定することを意図するもので
はなく、本開示のすべての必要な開示要件に従うために提供される。図１に示されたか、
そうでなければ上述に説明された物品に示された要素はいずれも、本開示によるエアロゾ
ル送達装置に含まれ得る。
【００９４】
　上述を考慮して、本開示の一態様は、リザーバ１４４からのエアロゾル前駆体組成物を
対象とし、およびエアロゾルを形成するために加熱構成と係合するその方向に関する。さ
らに具体的には、本開示の一態様は、例えば図２に示すように、エアロゾル前駆体を収容
するリザーバ１４４などのエアロゾル前駆体源と、熱伝導性基板４００に隣接して配置さ
れた導電性炭素要素３００を含むヒータ装置２５０とを含むエアロゾル形成機器２００に
関する。そのような構成では、ヒータ装置３００は、エアロゾル前駆体源１４４から熱伝
導性基板４００上にエアロゾル前駆体を受け取るように構成されてもよい。このようにし
て、エアロゾル前駆体は、熱伝導性基板４００と係合するか、熱伝導性基板４００上に係
合するように送達されて、熱伝導性基板４００を通って伝導された導電性炭素要素３００
からの熱に応答してエアロゾルを形成する。いくつかの態様では、送達装置５００は、エ
アロゾル前駆体源１４４と熱伝導性基板４００との間に動作可能に係合されてもよく、エ
アロゾル前駆体源１４４から熱伝導性基板４００上にエアロゾル前駆体を送達するように
構成される。例えば、送達装置５００は、例えば、ポンプ機器またはウィック構成を含ん
でもよい。
【００９５】
　１つの特定の態様では、エアロゾル前駆体源１４４は、熱伝導性基板４００の表面４２
５上にエアロゾル前駆体を分配するように構成される。したがって、そのような場合、熱
伝導性基板４００の表面４２５は、炭素要素３００が係合された熱伝導性基板４００の表
面４３０に対向する。すなわち、熱伝導性基板４００は、熱伝導性基板４００の一方の表
面４３０に搭載されるか、貼り付けられるか、そうでなければ係合された導電性炭素要素
３００を有してもよく、熱伝導性基板４００の対向面４２５は、エアロゾル前駆体が送達
装置５００によって分配される表面である。導電性炭素要素３００からの熱は、熱伝導性
基板４００を通って伝導され、エアロゾル前駆体と加熱された表面４２５との接触または
他の係合が、熱に応答してエアロゾル前駆体にエアロゾルを形成させる。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、導電性炭素要素３００は、導電性グラフェン要素、さらに具
体的には、導電性正方形グラフェンシートもしくはグラフェン箔、または一緒に積み重ね
られた複数の導電性正方形グラフェンシートもしくはグラフェン箔を含んでもよい。この
ようなグラフェンシートまたはグラフェン箔は、例えばテキサス州オースティンのＡｐｐ
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ｌｉｅｄ　Ｎａｎｏｔｅｃｈ，Ｉｎｃ．から市販され得る。本開示の様々な態様と組み合
わせて実装されてもよい様々なタイプおよび形態のグラフェンおよびグラフェン材料は、
例えば、Ｂｅｅｓｏｎらの米国特許出願番号第１４／８４０，１７８号明細書に開示され
ている。具体的な例では、約３オーム／スクエア単位の抵抗を有するように炭素要素を構
成または選択することが好ましい場合がある。ヒータ装置２５０は、炭素要素３００と係
合された電気回路６００（例えば、図３参照）をさらに含んでもよく、炭素要素３００は
、電気回路６００からの電流の印加に応答して熱を生成する抵抗素子として構成されるか
、そうでなければ機能してもよい。このように、熱伝導性基板４００は、好ましくは、熱
的な伝導性あるいは熱伝導性であるが導電性ではない材料、例えば、導電性ではない熱伝
導性ガラスまたは好適な複合材料を含む。例えば、熱伝導性基板４００は、Ａｐｐｌｉｅ
ｄ　Ｎａｎｏｔｅｃｈ，Ｉｎｃ．から市販されているＴｈｅｒｃｏｂｏｎｄ（ＴＭ）など
の熱伝導性誘電体材料を含んでもよい。導電性炭素要素３００は、熱伝導性基板４００と
して作用する熱伝導性誘電体材料内に埋め込まれていてもよいし、そうでなければ熱伝導
性誘電体材料により被覆されていてもよい。したがって、場合によっては、ヒータ装置２
５０は、導電性炭素要素３００と、導電性炭素要素３００が係合される単一の熱伝導性基
板４００（すなわち、単一の熱伝導性ガラスまたは好適な複合材料）とを含んでもよい。
一例では、熱伝導性基板４００を形成する熱伝導性ガラスまたは好適な複合材料は、例え
ば、約２ｍｍ以下の厚さを有してもよい。
【００９７】
　図３に示すように、電気回路６００の電力は、例えば、バッテリ６５５および／または
キャパシタ６６０（例えば、スーパーキャパシタ）などの適切な電源６５０によって供給
されてもよい。電源６５０からの電力は、電圧レギュレータまたはＤＣ－ＤＣコンバータ
６６５を介して導かれて、電気回路６００に定電圧／定電流を供給してもよい。電気回路
６００に接続された抵抗負荷（正方形グラフェンシート）のために、正方形グラフェンシ
ート（すなわち、導電性炭素要素３００）の対向する端部または縁部に、例えばアルミニ
ウム、銀または他の適切な導電性材料から形成された適切な導電性電極が適用されてもよ
い。電気回路６００は、例えば、適切なスイッチまたはセンサ（すなわち、プッシュボタ
ンスイッチ、吸煙センサまたは近接センサ（例えば、容量性近接センサ）（図示せず））
により作動されてもよい。一例では、電源６５０が３Ｖの電力低下をもたらし、抵抗型負
荷（３オーム）を流れる１Ａの電流をもたらす場合、導電性炭素要素３００は、例えば２
８０℃までの温度に達することがある。
【００９８】
　別の例示的な態様では、図３に示すように、炭素要素３００は、熱伝導性基板４００の
２つの層４５０、４６０の間に配置されてもよい。さらに具体的には、一態様では、熱伝
導性基板４００の各層４５０、４６０は、熱伝導性ガラス、熱伝導性誘電体材料（例えば
、Ｔｈｅｒｃｏｂｏｎｄ（ＴＭ））または好適な複合材料の平面状シートまたは円弧部分
を含んでもよい。すなわち、２つの相互作用部分または層４５０、４６０は、それらの間
に配置された導電性炭素要素３００を有する熱伝導性ガラスまたは好適な複合材料の２つ
の平面状シートであってよい。エアロゾル前駆体は、例えば、アセンブリの向きに応じて
、２つの層４５０、４６０のいずれかに分配されてもよく、したがってその層は、熱伝導
性基板４００の「表面４２５」として機能する。円弧部分の場合、相補的相互作用層４５
０、４６０はそれぞれ凹部を画定してもよく、導電性要素３００は、２つの層４５０、４
６０の間の凹部の周りに配置されてもよい。次いで、熱伝導性基板４００の「表面４２５
」として機能する凹部にエアロゾル前駆体が分配されるように、アセンブリが配向されて
もよい。
【００９９】
　さらなる例示的な態様では、図４に示すように、熱伝導性基板４００は、中空円筒とし
て構成され、内部チャネル４７０を画定する内面４６５を有してもよく、炭素要素３００
は、中空円筒基板４００の外面４７５と係合されている。そのような場合、送達装置５０
０は、内部チャネル４７０内の中空円筒基板４００の内面４６５上に係合するか、内面４
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６５と係合するようにエアロゾル前駆体を分配するように構成および配置されてもよく、
その結果、内面４６５は、熱伝導性基板４００の「表面４２５」として機能する。このよ
うな構成では、導電性炭素要素３００（すなわち、導電性正方形グラフェンシート）が、
中空円筒基板４００の外面４７５の周りに少なくとも部分的に延びることが好ましい場合
がある。ただし、炭素要素３００が、中空円筒基板４００の外面４７５の周りを完全に包
まないことがさらに好ましい場合がある。
【０１００】
　すなわち、場合によっては、中空円筒基板４００は、その中で生成されたエアロゾルが
中空円筒基板４００の（側）壁を通って吸引されるか引き出されることを要するように配
向されてもよい。そのような場合、中空円筒基板４００は、内部チャネル４７０／内面４
６５から外面４７５まで（すなわち、中空円筒の側壁まで）延びる少なくとも１つの細孔
４８０（１つの細孔または、複数もしくは一連の細孔）を画定するように構成される。こ
のように、熱伝導性基板４００を通って伝導された導電性炭素要素３００からの熱に応答
して、中空円筒基板４００の内面４６５上に分配されたエアロゾル前駆体によって形成さ
れたエアロゾルが、少なくとも１つの細孔４８０を通して分配されるように、少なくとも
１つの細孔４８０が構成および配置される。したがって、いくつかの態様では、炭素要素
３００は、少なくとも１つの細孔４８０を画定する中空円筒基板４００の部分と対向して
、中空円筒基板４００の外面４７５と係合され、また外面４７５の周りに係合されている
。
【０１０１】
　いくつかの態様では、例えば図５に示すように、炭素要素３００は、熱伝導性基板４０
０として、例えば熱伝導性ガラスまたは好適な複合材料から形成された２つの同心の中空
円筒４９０、４９５の間に配置されてもよい。これらの態様では、同心の中空円筒４９０
、４９５は、その側壁によって画定された少なくとも１つの細孔４８０が、形成されたエ
アロゾルの通過を可能にするために位置合わせされるように配置される。
【０１０２】
　本明細書で開示されるように、送達装置５００は、エアロゾル前駆体源１４４と熱伝導
性基板４００との間に動作可能に係合されてもよく、エアロゾル前駆体源１４４から熱伝
導性基板４００上にエアロゾル前駆体を送達するように構成される。いくつかの態様では
、例えば図２から図４に示すように、送達装置５００は、エアロゾル前駆体源１４４と流
体連通し、中空円筒基板４００の内部チャネル４７０内に延びるか、そうでなければ熱伝
導性基板４００の表面４２５（すなわち、熱伝導性基板４００の層４５０、４６０のうち
１つの表面）に近接して（すなわち、その上に）延びる毛細管５５０を含んでもよい。し
たがって、中空円筒構成では、送達装置５００は、エアロゾル前駆体源１４４から、内部
チャネル４７０内の熱伝導性中空円筒基板４００、４９０の内面４６５に、エアロゾル前
駆体を送達するように構成されてもよい。エアロゾル前駆体を送達する際に、送達装置５
００は、例えば、ポンプ機器またはウィック構成を含んでもよいが、いくつかの具体的な
例では、毛細管５５０が、エアロゾル前駆体源１４４からエアロゾル前駆体を吸い上げ、
その出口端部５６０を介して、内部チャネル４７０を画定する中空円筒基板４００、４９
０の内面４６５上に、そうでなければ熱伝導性基板４００の表面４２５（すなわち、熱伝
導性基板４００の層４５０、４６０のうち１つの表面）上に、エアロゾル前駆体を分配す
るように構成されてもよい。具体的な例では、送達装置５００および／またはヒータ装置
２５０は、協働して、熱伝導性基板４００、４９０と係合するエアロゾル前駆体の特定の
体積またはエアロゾル前駆体の量を特定の体積範囲内に維持するように構成されてもよい
。例えば、約１ｍｌ～約３ｍｌのエアロゾル前駆体が、熱伝導性基板４００、４９０と係
合された状態に維持されてもよい。
【０１０３】
　本明細書で開示されるようなエアロゾル形成機器２００の態様が、例えば本明細書に開
示されるタイプのエアロゾル送達装置１００にさらに実装されてもよい。一態様では、図
６に示すように、そのようなエアロゾル送達装置１００は、例えば、制御本体１０２と、
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制御本体１０２と直列に係合されたカートリッジ１０４とを含んでもよい。カートリッジ
１０４は、エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源１４４を含んでもよく、エア
ロゾル前駆体から形成されたエアロゾルをユーザに導くように構成された口元開口１２８
を画定してもよい。本明細書に開示される様々な態様によるヒータ装置２５０は、エアロ
ゾル前駆体源１４４と口元開口１２８との間で、カートリッジ１０４と動作可能に係合さ
れてもよい。ヒータ装置２５０は、本明細書で別途開示するように、熱伝導性基板４００
に隣接して配置された導電性炭素要素３００を含む。ヒータ装置２５０は、送達装置５０
０を介して、エアロゾル前駆体源１４４から熱伝導性基板４００上にエアロゾル前駆体を
受け取るように構成され、その結果、熱伝導性基板４００上のエアロゾル前駆体は、熱伝
導性基板４００を通って伝導された導電性炭素要素３００からの熱に応答してエアロゾル
を形成する。そうでなければ、本明細書に開示されるエアロゾル送達装置１００のこのよ
うな態様は、本明細書に別途開示されるエアロゾル形成機器２００の様々な態様を実装し
てもよい。
【０１０４】
　しかしながら、他の態様は、エアロゾル送達装置１００の様々な態様におけるエアロゾ
ル形成機器２００の実装に関し得る。例えば、いくつかの態様では、熱伝導性基板４００
は、好ましくは、カートリッジ１０４の長手方向軸に垂直に配置される。すなわち、平面
状シート、またはシートを画定する凹部形状のいずれかである熱伝導性基板４００は、そ
の長手方向軸が熱伝導性基板４００の平面に対して垂直になるように、カートリッジ１０
４内に配置される。代替的に言えば、熱伝導性基板４００の表面４２５は、炭素要素３０
０に対向して配置され、口元開口１２８に向けられる。中空円筒基板４００、４９０の形
状に関して、円筒４９０は、好ましくは、その長手方向軸がカートリッジ１０４の長手方
向軸に垂直に配置され、それによって画定された少なくとも１つの細孔４８０が口元開口
１２８に対して位置合わせされ配向されるように配置されてもよい。すなわち、そのよう
な場合、炭素要素３００は、中空円筒基板４００の外面４７５の周りに部分的に延び、炭
素要素３００と係合していない中空円筒基板４００の残りの表面が口元開口１２８に向け
られるようにする。さらに、中空円筒基板４００が、内部チャネル４６５から外面４７５
まで延びる少なくとも１つの細孔４８０を画定するように構成され、熱伝導性基板４００
、４９０を通って伝導された導電性炭素要素３００からの熱に応答して、中空円筒基板４
００、４９０の内面４６５上に分配されたエアロゾル前駆体によって形成されたエアロゾ
ルが、少なくとも１つの細孔４８０を通って口元開口１２８に分配されるように、少なく
とも１つの細孔４８０が構成および配置される。
【０１０５】
　図７は、エアロゾル送達装置の形成方法を概略的に示す。このような方法は、例えば、
エアロゾル前駆体を収容するエアロゾル前駆体源と、熱伝導性基板に隣接して配置された
導電性炭素要素を含むヒータ装置とを動作可能に係合することを含み、ヒータ装置は、エ
アロゾル前駆体源から熱伝導性基板上にエアロゾル前駆体を受け取るように構成され、そ
の結果、熱伝導性基板上のエアロゾル前駆体は、熱伝導性基板を通って伝導された導電性
炭素要素からの熱に応答してエアロゾルを形成する（ブロック７００）。エアロゾル送達
装置を形成するこのような方法の他の態様および／または工程は、別途本明細書で説明す
るようなエアロゾル送達装置の様々な実施形態および態様の開示に関連して他の方法で開
示される。
【０１０６】
　したがって、本開示の態様は、本明細書に開示されている喫煙品／エアロゾル送達装置
のタイプに一定の利益および改善を提供することができる。例えば、本開示の特定の態様
は、その上に分配されたエアロゾル前駆体を除いてヒータ装置との物理的接触を伴わない
ため、エアロゾル前駆体を分配するための装置／機器に関連する炭化または他の熱関連の
懸念が低減または排除される。さらに、導電性炭素要素とエアロゾル前駆体との間に間接
的な接触を提供することによって（すなわち、それらの間に熱伝導性基板を配置すること
によって）、エアロゾル前駆体と炭素要素との間の相互作用に関連する問題、例えば短絡
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性基板と組み合わされて、電源寿命を向上するために、改善された（少ない）電力消費で
他の加熱要素／構成よりも迅速な加熱／熱応答時間をさらに提供し得る。
【０１０７】
　言及された利益とそれに関連する利点を提供する際の本開示の態様間の可能な相互関係
に照らして、本開示は、限定するものではないが、開示された態様の様々な組合せを表す
実施形態を特に明示的に含む。したがって、本開示は、そのような特徴または要素が明示
的に結合されているか、そうでなければ本明細書の特定の実施形態の説明で列挙されてい
るかどうかにかかわらず、本開示に述べられた２つ、３つ、４つまたはそれ以上の特徴ま
たは要素の任意の組合せを含む。本開示は、本開示の前後関係が明らかに他のことを指示
しない限り、その態様および実施形態のいずれかにおいて、本開示の任意の分離可能な特
徴または要素が意図された通りに見え、すなわち組合せ可能であるように全体的に読み取
られることを意図している。
【０１０８】
　前述の説明および関連する図面に示された教示の利益を有するこれらの開示に関連する
当業者には、本明細書に述べられた開示の多くの改変および他の態様が思い浮かぶであろ
う。例えば、当業者であれば、本明細書に提示された請求項の範囲内に留まりながら、異
なる実施形態のために本明細書に説明されている特徴を互いにおよび／または現在知られ
ているまたは将来開発される技術と組み合わせることができることを含め、本明細書に明
示的に示されていない実施形態が本開示の範囲内で実施され得ることを理解するであろう
。したがって、本開示は、開示された特定の態様に限定されるものではなく、均等物、改
変および他の態様が、添付の特許請求の範囲内に含まれることが意図されることが理解さ
れるべきである。本明細書では特定の用語を使用しているが、それらは一般的かつ説明的
な意味でのみ使用され、限定のために使用されない。
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